
2 極類ある。軌道に供給する軌道回路の電源と閃光灯および

電鈴等の1fVJ作用電源とである。電源、には交流と直流がらるが，

踏切答報機は公衆に対するものであるため， 停電により無聖書報

となることは絶対にきけなければならないので，停電のおそれ

のない直流が使用されている。軌道回路の電源にはソ ー ダ電池

の 500AH と 1 ，OOOAH 容量のものを使用している。事手報閃光

灯および憶鈴等には金属整流?訴を使用し， 交流を直流に~え帯

電池に充電している。交流電源が短時間停電しても，帯電池に

は充電されているので瞥報繊の動作には関係なし交流電源が

停電していないときは常時充電しながら使用，すなわち浮動式

にして使用している。

4 踏切道防護設備

踏切路国の構築についても種々の規定があるが， 主主ーするに一

般通行者が普通の道路を通るときと同織に巡り得， かつ列車運

転にも何らの支障を来たさないようにすべきであって，踏切j道

の軌間内に談輪音寺を設け，該軌間および軌間外適当な幅員まで

に敷板， 敷石， コン クリート等を敷詰めて軌条菌と同じ高さに

するようになっている。 つぎに電化区間で軌条を電車電流の帰

線としている場合には，帰線と大地の|首1に生ずる電位差により ，

踏切i還を通行する人昔、に電盤を与えるようなことがあるから，

この危険を防止するためかかる箇所にはつぎのような施設をす

る必要がある(電気工作物規程第 167 条および細則第 98 条)。

(1) 車馬の通行する踏切に敷設した軌条は， 他の部分に敷設

した軌条より電気的に絶縁し，軌条と大地との問に電位差を生

じないよう施設すること。

(2) "11，\喝の通行する踏切は軌条聞ならびに軌条の外側 2.5 m

にわたり堅固な基礎を施し， かっその表面に相当の厚さを有す

るアス 77 ノレト， コソクリートのような絶縁性質物を施すこと。

前項第 l 号の施設をなす場合において軌条の接続線には第 4

極絶縁電線を使用し， かっこれを管またはと い内におさめて施

設することを要すとある。すなわち川は踏切道にある軌条だけ

を他の軌条と絶縁して，そこに l つの死区聞を作ることである。

しかし電気儀関車速転区間では死区聞が 7.5m 以上長くなると ，

たまたまこの区聞に停車した機関車が起動できなくなるおそれ

がある。ゆえに(2)の方法で路商を絶縁物で舗装して軌条を直接

絶縁しない方法をいっているのである。

5 その他

関西(大阪)地方では列車が自動的に警報機を制御するのを rrl

街路切証書報機， そう でないものを乙極踏切笹報僚と呼んでいた

こともあった。また列車の乗務員(運転士)に進行方向の踏切答

報織が動作しているかどうかを ， x 印のランプ点灯によって知

らせているものもある。

なお録音装置付主主報機は発声式踏切警報後ともい っ ているが，

その桝造を概説すると，閃光(せんこう)式踏切主主報般のほかに，

さらにスピーカ ーを取付けたもので，電車が接近すると閃光式

踏切後報僚が動作すると同時に，スピーカー もし電車が参りま

した， 危険ですから白線の後へさがって， しばらくお待ちくだ

さい1 の放送を

行L 、 ， J並行者に

注意を与える。

人形型(写真 2)

の音声により注

意を与えるとこ

ろから， 発声式

踏切答報機といま
っているのであ

図ー5 発Jt，式踏切J警報操

ふみきりし中

る。図ー5 に示すように電

車が踏切道に接近してA

点に達すると，継電器が

動作してモ ー タ ーが動き，

Æa気録音テープは矢の方

向に回転し， ピックアッ

プと桶楓器により ，スピ

ー カ ーから前述の言葉が

放送される。電車が踏切

送を過ぎて B点に入ると，

継電探接点が落下し， 言

葉をいつも初めから放送

させるために，手厚生時間

制御器によりモ ー タ ーを

停止させる。これでも最初 写n-2. 人形w!踏切警報滋

の状態にもどる。

なお閃光式踏切警報機と動作はまったく同一であるが， ただ，

外観のみが人形の型(写真ー2) を しているものを人形型踏切警報

後と呼んでいる。(矢氷勝成 ・ 三回村初三郎)

ふみきりしゃだんき 踏切遮断機 (英)crossing ga te 踏切

道を列車または車両が通過するとき ， その交通を遮断して， 列

車運転と通行者の安全をはかるための装置。国鉄においては踏

切幅員の広狭，交通量の多少，踏切付近の状態その他によって

種々の構造のものを使っている。

1 昇関式 2 引戸式 3 腕木式 4 綱張式 5 起

倒式 6 自動電動式

電気あるいは圧縮空気を利用し ， 主主手の制御により動作させ

るものを動力門扉ともし、う。

1 昇開式 門扉が水平のまま上下するものをしづ。ア γ

グル錦または古レーノレを組合わせて踏切の両側lに支柱を丞直に

設け， これにそって門扉またはようらくをつけたワイヤを上下

して踏切を開閉する。男閉式は全闘員が同時に開閉できるので

幅員が広く交通量の多い

所に使う。

2 引戸式 梓(か

ん)または戸類を水平に

引き出すもの。線路に平

行に門扉走行軌条を敷設 1 

し，鉄製または木製の門

扉を移動させて踏切を開

閉するもので， 幅員が広

くて片側に門扉を引く余

裕のとれない所では，門 1.片聞き 式

踏切遮断機図

。 ① t 輔龍一寸時@
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